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電離大気の加速・流出現象は、地球のみならず火星、水星を含む他惑星や月を含む衛星周辺でも起こる普遍的な現象であることが最近の

国内外の観測で次第に明らかとなってきた。しかしながら、その流出機構については、それぞれの天体の条件で様々に変化し、それらの

機構を理解することは天体周辺大気の変遷を理解・予測する上で必要不可欠である。SS520-3 観測ロケット実験は、地球で主要な電離大

気流出が起きている極域カスプ周辺領域において、電離大気流出の主たる原因として理論的に想定されている波動ー粒子相互作用を、将

来の人工衛星ミッションに向けて新たに開発された観測装置を用いて世界で初めてその場で検出、解明するミッションである。
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